
説
衷
方
輿
証
要
と
そ
の
地
域
論
（
海
野
）

、
七
六

読
史
方
輿
紀
要
と
そ
の
地
域
論

海

野

一

隆

　
顧
羅
馬
の
「
読
史
方
輿
紀
要
」
は
、
単
文
鼎
の
「
請
取
全
書
」
、
李
清
の
「
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

北
史
A
鋤
」
と
共
に
、
三
大
霜
害
と
さ
れ
、
ま
た
「
水
三
七
」
、
「
天
下
郡
国
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

病
書
」
と
並
ん
で
三
大
地
理
差
口
と
称
さ
れ
る
。
そ
れ
程
著
名
で
あ
る
に
も
拘
ら

ず
、
こ
の
書
に
関
す
る
研
究
は
乏
し
い
。
殊
に
地
理
学
の
立
場
か
ら
す
る
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
故
、
私
は
先
に
こ
の
害
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
改
「
め
て
こ
の
書
の
地
理
轡
と
し
て
の
価
値
及

び
そ
の
地
域
論
の
概
観
を
述
べ
よ
う
と
思
う
。

①
清
史
稿
列
伝
第
二
八
七
懐
柔
鎌
の
条

②
内
藤
虎
次
郎
「
支
那
史
単
皮
」
四
一
一
頁

葦
芝
西
暦
一
　
．
撃
　
　
　
　
　
　
　
項

③
育
山
定
雄
「
読
史
方
輿
紀
要
索
引
炎
那
歴
代
地
名
要
覧
」
の
附
録
に
簡

　
　
単
な
考
察
が
あ
る
。
王
庸
「
中
国
地
理
冴
†
史
」
も
清
夏
の
地
誌
に
つ
い
て

　
　
は
記
蓮
し
て
い
な
い
。
蜀
・
く
o
D
因
圃
。
彦
プ
。
団
。
詳
…
Ω
日
量
ρ
●
嵐
飾
・
轡
》
び
い
。
プ
戸
博

　
　
国
三
巽
ざ
搾
①
ピ
轟
σ
q
餌
①
『
醤
①
湿
昌
け
謬
冨
く
O
⇔
〇
三
昌
P
に
も
こ
の
書
に
つ
い
て

　
　
は
触
れ
て
い
な
い
。

④
拙
稿
申
国
地
理
学
史
に
お
け
．
る
読
史
方
興
紀
要
の
位
置
地
理
単
三
第

　
　
一
翼
（
昭
和
二
五
年
）

　
　
　
　
圏
　
そ
　
の
　
著
　
者

　
「
読
史
方
輿
紀
要
」
の
高
名
に
ひ
き
か
え
、
そ
の
著
者
等
量
萬
の
事
蹟
は
詳

か
で
な
い
．
、
そ
れ
は
明
の
遺
臣
と
し
て
清
朝
に
仕
え
な
か
っ
た
彼
に
つ
い
て
、

顧
祖
蜀

一の
年
齢

備

考

（274）

崇
瀬
四

順
開
元

〃
　
五

〃
一
〇

〃
一
二

＝
ハ
一
一
二

一
六
四
四

一
六
四
八

一
六
五
三

一
六
五
五

常
熟
に
生
る

甲
申
の
変
に
会
う
（
明
朝
減
亡
）

父
と
共
に
釣
渚
渡
に
移
る

父
と
共
に
膠
山
南
麓
の
安
鎮
に
移
る

興
図
要
覧
完
成
す

：五三八四一

魏
季
子
文
集
、
先
叔
兄
紀
略

こ
の
頃
父
と
共
に
鯉
山
の
南
に
隠
棲
し
た

王
維
屏
氏
に
よ
る

同
右
（
青
田
氏
は
康
熈
四
～
五
年
と
さ
れ
る
）

内
閣
丈
庫
所
蔵
「
輿
図
要
覧
」
序



〃
一
六

康
熈
四

〃
　
五

〃
｝
三

〃
一
五

〃
～
七

〃
一
八

〃
一
九

〃
二
八

〃
二
九

〃
…
一
二

一
六
五
九

一
六
六
五

一
六
六
六

一
六
七
四

一
六
七
六

一
六
七
八

一
六
七
九

～
六
八
〇

一
六
八
九

一
六
九
〇

一
六
九
二

方
輿
紀
要
に
着
手
す

父
柔
謙
死
す

二
十
一
史
方
輿
紀
要
五
巻
完
成
す

取
⑭
自
門
｝
の
乱
に
参
〃
伽
の
た
め
福
建
に
ゆ
く

福
建
よ
η
帰
る

続
史
方
翼
紀
要
完
成
す

彰
士
望
方
輿
紀
要
に
叙
を
寄
す

箆
寅
徐
乾
膳
ず
家
の
客
と
な
る

閻
若
壕
と
共
に
北
京
に
遊
ぶ

徐
乾
学
の
一
統
志
局
に
入
る

死
去

六六五五四四四四三三二
二〇九’〇九八六四六五九

彰
士
望
叙
（
方
興
紀
要
）

魏
蒋
「
顧
先
生
柔
謙
墓
誌
銘
」
碑
蟻
集
巻
一
二
四

康
熈
丙
午
刊
本
「
二
十
一
史
方
輿
緯
要
」
序

張
晩
峯
「
膠
山
黄
氏
宗
譜
選
録
し
（
国
風
半
月
刊
四
巻
十
期
）

同
　
右

彰
士
望
叙
（
読
史
方
輿
紀
要
）

同
　
右

彰
士
望
「
伝
是
楼
蔵
書
記
」

閻
若
球
「
尚
書
古
丈
単
眼
」
巻
染
上

庫
右

藁
希
闘
「
乾
隆
無
錫
県
志
」
巻
三
十

多
く
を
語
る
こ
と
が
揮
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
手
代
を
通
じ
て

多
く
の
人
に
注
目
さ
れ
賞
讃
さ
れ
た
こ
の
大
署
の
著
者
の
生
卒
年
す
ら
明
記
さ

れ
た
も
の
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
不
思
議
で
あ
る
。
し
か
し
幸
い
に
二
、
三
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

人
に
よ
っ
て
そ
の
考
証
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
す
る
と
共

に
文
献
に
あ
た
っ
て
一
先
ず
信
頼
禺
来
る
年
譜
を
作
成
し
た
。
そ
れ
を
左
に
掲

げ
る
。

　
彼
は
字
を
景
萢
、
号
を
廊
下
或
い
は
宛
漢
と
し
た
。
彼
の
家
は
代
々
学
者
を

も
つ
て
聞
え
た
家
柄
で
あ
り
、
地
理
に
関
心
を
も
つ
た
代
も
あ
っ
た
。
即
ち
梁

の
顧
野
王
は
「
輿
地
志
」
を
、
明
の
顧
大
棟
は
「
九
辺
図
説
」
を
著
し
た
の
で

　
◎

あ
る
。

　
　
　
　
　
読
史
方
輿
紀
要
と
そ
の
地
域
論
（
海
野
）

　
眼
を
転
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
理
学
界
を
一
瞥
す
る
と
。
丁
度
こ
の
時
代
に

地
理
学
の
体
系
化
が
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ヴ
ァ
レ
ニ
ウ
ス
じ
づ
窪
夢
彗
q
＜
錠
曾
讐
・
。

に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
才
を
借
ま
れ
な
が
ら
二
八
歳
の
生
涯
を
終

え
た
の
が
一
六
五
〇
年
で
あ
る
。
一
方
地
図
製
作
は
進
歩
退
し
く
、
有
名
な
カ

ッ
シ
ニ
O
器
鉱
三
父
子
の
フ
ラ
ン
ス
地
図
（
一
六
九
四
年
）
、
英
の
ジ
ョ
ン
・

オ
ギ
ル
ビ
ィ
一
〇
甥
づ
○
㈹
三
蔓
の
ブ
リ
タ
ニ
ア
の
道
路
図
（
一
六
七
五
年
）
が

完
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
今
、
東
西
両
洋
の
地
理
学
を
同
日
に
語
る
こ
と
は
出

来
な
い
け
れ
ど
も
、
旧
来
の
そ
れ
に
満
足
せ
ず
薪
た
な
る
構
想
を
も
つ
て
立
上

っ
た
顧
馬
腹
、
ヴ
ァ
レ
ニ
ウ
ス
の
両
入
が
ほ
ぼ
同
時
代
に
生
を
避
け
た
と
い
う

こ
と
は
偶
然
と
は
言
い
な
が
ら
感
慨
潔
い
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七

（　9．75　）



　
　
　
　
　
続
史
方
輿
紀
要
と
そ
の
地
域
論
（
海
野
）

　
彼
の
著
者
と
し
て
は
、
　
「
読
史
方
輿
紀
要
」
ご
二
〇
巻
の
他
に
、
　
「
輿
図
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

覧
」
四
巻
、
　
「
害
経
正
旨
」
、
「
宛
漢
詩
交
遺
稿
」
が
あ
る
。
．
こ
こ
に
問
題
に
な

る
の
は
「
輿
図
要
覧
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
著
者
名
が
明
記
し
て
な
い
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
内
閣
文
庫
所
蔵
「
厳
一
図
要
覧
」
序
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
彼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

署
で
あ
り
、
し
か
も
順
治
二
一
年
に
完
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
な
い
。

　
さ
て
、
　
「
輿
図
要
覧
」
は
単
行
本
は
珍
し
く
、
一
般
に
は
「
方
輿
紀
要
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

合
せ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
刊
本
よ
り
古
い
と
さ
れ
る
「
方
輿
紀
要
」

写
本
（
京
大
人
丈
科
学
研
究
所
所
蔵
）
に
は
「
輿
図
要
覧
」
は
な
い
。
殆
ん
ど

の
刊
本
は
「
要
覧
」
を
巻
宋
に
加
え
て
い
る
が
、
光
緒
二
五
年
慎
記
出
宥
荘
石
印

本
匠
こ
れ
を
巻
頭
に
も
っ
て
き
て
、
全
く
「
方
輿
紀
要
」
の
一
部
と
し
て
取
扱

っ
て
い
る
。
言
た
光
緒
二
七
年
図
寄
集
三
局
錯
印
本
、
光
緒
二
九
年
旧
習
細
石

印
本
で
は
、
　
「
方
輿
全
図
総
説
」
と
改
題
さ
れ
、
両
半
球
図
を
加
え
、
内
容
も

増
補
し
て
五
巻
と
な
っ
て
い
る
。
之
は
刊
行
時
の
現
勢
地
図
に
し
た
の
で
あ
っ

て
、
顧
祖
萬
の
筆
に
な
っ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
地
図
と
表
的
説
明
を
そ
の

内
容
と
し
て
い
る
「
輿
図
要
臨
」
が
コ
刀
輿
紀
要
」
に
先
立
っ
て
著
さ
れ
た
こ

と
を
三
三
す
る
次
の
如
き
彼
の
記
述
が
あ
る
。

　
　
自
分
は
初
め
土
地
に
関
心
を
も
つ
て
、
諸
家
の
図
説
を
集
め
て
手
つ
か
ら

　
模
写
し
た
。
掲
来
上
っ
た
の
を
見
る
と
あ
ま
り
に
疎
略
で
あ
っ
た
の
で
、
地

　
誌
記
述
の
方
に
力
を
注
い
だ
。
　
（
余
初
事
方
輿
、
即
採
集
諸
家
図
説
、
手
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
模
写
、
既
成
病
其
疎
略
、
乃
廼
力
一
三
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

　
最
後
に
彼
の
旅
行
に
触
れ
て
お
こ
隻
、
大
抵
の
入
が
、
彼
は
江
南
の
地
を
離

れ
る
こ
と
な
く
、
天
下
の
地
理
を
明
ら
か
に
し
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

後
世
こ
の
霧
を
評
す
る
の
に
、
　
「
方
翼
紀
要
」
に
寄
せ
ら
れ
た
序
交
を
参
考
に

し
た
か
ら
．
で
あ
ろ
う
。
事
笑
こ
の
書
の
完
成
ま
で
は
江
南
を
離
れ
た
こ
と
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
年
譜
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
北
は
京
師
、
南
は
福
建

に
そ
の
足
跡
を
と
ど
め
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
が
生
涯
旅
行
を
し
な
か
っ
た
と
す

る
の
は
誤
で
あ
る
。

①
銭
穆
駿
漂
煕
丙
午
刊
本
方
興
紀
要
鵠
堅
塁
月
刊
四
巻
三
期
（
一
九

　
　
　
　
　
　
三
五
年
Y

二
二
二

王
維
屡

銭
　
穆

読
書
賓
四
先
生
「
康
煕
丙
午
本
方
輿
紀
要
」
蹟
、
禍
半
月
刊
四

巻
九
曜
川
　
（
一
九
三
山
ハ
廊
†
）

顧
組
病
之
赫
臥
郷
　
　
　
　
　
　
　
方
士
ゆ
九
協
誉
二
期
　
（
一
九
三
山
ハ
加
†
）

中
国
近
三
百
年
学
術
史
　
　
一
九
三
七
年

・
青
山
泥
雄
　
前
掲
書
　
　
再
版
（
昭
和
一
四
年
三
月
二
五
日
発

行
）
附
録

⑨
　
「
読
史
方
輿
紀
要
」
総
叙
一

③
「
無
錫
金
瞳
県
志
」
巻
三
九
、
そ
の
薯
書
の
表
申
に
「
手
工
要
覧
」
を
掲

　
げ
て
い
な
い
．
、

④
青
山
定
雄
　
前
掲
霧
　
再
版
附
録

⑤
筆
者
が
参
照
し
た
二
種
「
方
輿
紀
要
」
本
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

　　

ﾉ
年
体
裁
刊
行
所
唄
羅
覧
　
所
蔵

　
乾
隆
初
年
以
前
写
本
　
　
　
　
　
　
　
無
　
　
　
京
大
人
丈
科
学
研
究
所

　
　
（
推
定
）

（　276）



光
緒
五
年

光
輝
二
五
年

先
駈
二
六
年

光
縫
二
七
年

鉛木石木
印版印版
嚢
離
版
）
業
に
あ
・

三
半
轡
荘

重
雅
轡
局

図
馨
集
成

局

光
絡
二
九
年
　
石
印
　
益
吾
斎

巻
頭
に
あ
η

巻
末
に
あ
り

巻
末
に
あ
り

（
方
輿
全
学

総
説
と
改
題
）

巻
頭
に
あ
り

（
方
輿
全
図

総
説
と
改
題
）

大
阪
学
芸
大
単

京
大
束
洋
史
研
究
室

京
大
二
丈
科
研

京
大
人
文
科
研

日
比
野
丈
夫
氏

⑥
　
「
舵
史
方
興
紀
要
」
凡
例

　
　
　
　
二
　
そ
　
の
　
構
　
成

　
こ
の
書
の
構
成
を
語
る
前
に
、
彼
の
総
志
編
纂
の
動
機
に
触
れ
た
い
．
．
彼
の

署
に
よ
れ
ば
、
三
三
謙
が
死
に
臨
ん
で
、
　
「
大
明
一
統
志
し
が
山
川
の
記
載
、

攻
守
の
議
論
に
お
い
て
疎
略
で
あ
る
こ
と
を
嘆
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
決
意

　
　
　
　
　
　
①

が
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
る
。
若
し
こ
の
霧
が
父
の
遺
言
を
三
三
と
し
て
旧
き
始

め
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
少
く
と
も
三
五
歳
以
後
に
蒼
回
し
た
こ
と
に
な
り
、

垂
望
の
叙
と
八
籔
し
㎏
い
・
ま
菱
の
死
の
翌
年
旧
く
も
「
二
＋
三
方

輿
紀
要
」
と
題
す
る
州
域
形
勢
篇
の
み
が
五
巻
と
な
っ
て
完
成
し
て
い
る
こ
と

か
ら
し
て
、
父
の
遺
盲
が
編
纂
の
動
機
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
彼
は
、

こ
の
嘗
の
完
成
へ
の
決
意
を
臨
終
の
父
に
告
げ
た
時
の
光
景
を
感
激
的
に
描
写

し
た
た
め
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
．
、
と
も
あ
れ
、
彼
の
総
志
編
纂
に
は
父
の
影

響
が
大
き
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　
彼
は
権
威
あ
る
総
志
編
纂
を
企
図
し
て
、
先
ず
既
存
の
闘
志
に
検
討
を
蜘
え

　
　
　
　
　
読
巣
方
興
紀
要
と
浄
、
の
地
滅
論
（
海
野
）

た
、
．
今
、
そ
の
総
志
批
判
の
二
、
三
に
つ
い
て
み
る
と
、
　
コ
兀
和
郡
県
志
」
は
、

　
　
当
時
の
こ
と
や
軍
事
に
関
し
て
は
、
一
々
よ
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
過

　
去
に
つ
い
て
の
考
証
は
甚
だ
疎
略
で
あ
る
。
　
（
余
嘗
一
元
和
志
、
善
其
敷
陳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
時
事
、
三
惑
受
戒
、
然
考
古
無
乃
太
疎
、
、
）

「
太
平
蜜
宇
記
」
は
、

　
　
自
ら
賃
耽
や
李
吉
甫
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
と
称
す
る
け
れ
ど
も
、
引
用
者

　
に
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
な
い
も
の
も
混
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
記
述
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
誤
が
多
い
。
　
（
一
宇
三
白
謂
遠
軟
喪
李
之
上
、
｝
蒲
引
拠
不
経
、
指
練
多
僕
。
）

「
輿
地
紀
勝
」
は
、

　
　
山
川
の
こ
と
は
ま
ず
ま
ず
整
っ
て
い
る
が
、
攻
守
の
利
害
に
つ
い
て
は
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
め
て
ま
ず
い
。
　
（
紀
勝
自
川
精
備
、
求
其
攻
守
利
害
三
三
迂
。
）
　
　
　
．
　
痛

「
輿
地
広
記
」
は
、

　
　
考
証
は
詳
し
い
が
、
土
地
の
形
勢
や
三
三
に
つ
い
て
は
説
萌
不
十
分
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
る
、
、
（
広
記
三
三
有
余
、
而
於
形
勢
一
三
、
三
三
尽
一
二
。
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
評
言
は
何
れ
も
簡
に
し
て
当
を
得
て
お
り
、
そ
の

批
評
眼
の
鋭
さ
は
驚
く
べ
き
で
あ
る
。

　
然
ら
ば
、
　
「
方
輿
紀
要
」
は
他
の
総
志
と
比
較
し
て
い
か
な
る
点
が
特
徴
的

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
そ
の
構
成
に
お
い
て
そ
れ
を
考
え
た
い
。
比
較
す
べ

き
総
志
と
し
て
、
宋
代
の
代
表
的
総
志
た
る
「
太
平
箕
宇
記
」
、
　
下
国
謙
が
そ

の
不
備
…
を
嘆
じ
た
「
大
明
一
統
志
」
、
　
彼
が
一
時
そ
の
編
纂
に
与
っ
た
「
大
童

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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読
史
方
輿
紀
要
と
そ
の
地
域
論
（
海
野
）

一
続
志
」
の
三
隅
を
取
上
げ
る
．
、
こ
れ
ら
慰
書
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
彼
の
前
後
に

お
け
る
一
般
の
購
読
の
構
成
を
窺
．
い
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
「
太
平
簑
宇
記
」
ご
○
○
巻
は
、
大
別
し
て
国
内
地
誌
（
一
－
一
七
一
巻
）
、

辺
彊
及
び
外
国
地
誌
（
四
夷
と
題
し
て
一
七
工
一
二
〇
〇
巻
）
の
二
部
分
に
な

っ
て
い
る
．
．
国
内
地
誌
は
当
時
の
行
政
琶
劃
の
ニ
ニ
道
に
分
ち
、
更
に
そ
れ
を

府
・
州
に
分
っ
て
、
落
草
、
位
置
、
境
界
、
戸
数
、
風
俗
、
山
川
、
墓
騨
、
姓

氏
、
人
物
、
物
産
の
項
臨
に
従
っ
て
記
述
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
「
大
明
一
統
志
」
は
、
九
〇
巻
の
中
、
八
入
巻
ま
で
を
園
内
地
誌
に
当
て
、

残
り
を
外
夷
と
し
て
周
辺
の
地
誌
に
し
て
い
る
。
国
内
は
府
・
州
毎
に
雑
多
な

項
冒
に
よ
っ
て
記
述
し
て
い
る
。
即
ち
建
窯
沿
革
、
郡
名
、
形
勝
、
風
俗
、
山

川
、
土
産
、
公
署
、
掌
校
、
書
院
、
宮
室
、
無
梁
、
二
合
、
祠
廟
、
陵
墓
、
古

蹟
、
名
密
、
流
寓
、
入
物
、
列
女
、
仙
釈
の
多
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
［
，
大
降
一
統
志
」
に
は
、
三
種
あ
っ
て
そ
の
巻
数
が
異
る
が
、
構
成
は
大
体

岡
じ
で
あ
る
、
冒
こ
こ
で
は
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
乾
隆
二
九
年
勅
撰
本
に
よ
る
こ

　
　
　
⑩

と
と
し
た
。
、
全
五
〇
〇
巻
の
申
、
四
〇
三
巻
ま
で
を
国
内
地
誌
、
残
り
を
辺
彊

並
び
に
諸
外
国
の
地
誌
と
し
て
い
て
、
国
内
は
府
・
州
毎
に
次
の
如
き
項
目
を

記
述
し
て
い
る
．
、
即
ち
図
、
豪
、
彊
域
、
分
野
、
建
置
沿
革
、
形
勢
、
風
俗
、

城
池
、
学
校
、
戸
口
、
田
賦
、
山
川
、
古
蹟
、
豊
隆
、
津
梁
、
堤
堰
、
陵
墓
、

祠
願
、
喜
劇
、
名
宣
、
入
物
、
流
寓
、
列
女
、
仙
釈
、
土
産
な
ど
で
あ
る
。
顧

祖
褐
が
こ
の
編
纂
に
加
わ
っ
た
に
拘
ら
ず
、
そ
の
構
成
は
前
記
の
二
総
志
と
殆

八
○

ん
ど
変
ら
な
い
。
こ
の
書
が
多
人
数
に
よ
る
編
纂
書
で
あ
り
、
彼
の
参
加
も
わ

ず
か
な
期
聞
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
で
は
「
大
清
一
統
志
」
は
総
志
と
し

て
価
値
の
低
い
も
の
で
あ
る
か
と
言
う
に
、
個
人
の
書
に
は
求
め
ら
れ
な
い
よ

う
な
資
料
の
駆
使
と
綿
密
な
考
証
が
行
わ
れ
て
お
り
、
　
一
統
志
の
申
で
は
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
三
総
出
に
よ
っ
て
、
宋
代
以
後
の
総
志
の
体
例
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、

国
勢
要
覧
と
も
名
附
く
べ
き
百
科
全
再
議
内
容
を
盛
っ
た
轟
あ
で
あ
る
。
総
志

が
こ
の
よ
5
な
構
成
及
び
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
時
代
に

「
方
輿
紀
要
」
が
出
現
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
構
成
は
全
一

三
〇
巻
を
四
つ
の
部
分
に
分
ち
、
第
一
を
歴
代
州
域
形
勢
（
九
巻
）
、
　
第
二
を

国
内
地
誌
（
一
一
四
巻
）
、
第
三
を
三
惑
（
六
巻
）
、
第
四
を
分
野
（
一
巻
）
と

し
て
い
る
．
、
か
よ
5
に
総
論
に
あ
た
る
歴
代
州
域
形
勢
を
巻
頭
に
置
き
、
次
い

で
府
∵
州
の
地
誌
を
各
論
と
な
し
、
終
り
に
水
系
を
中
心
と
す
る
自
然
地
理

（
冠
注
）
並
び
に
天
文
学
的
地
域
論
（
分
野
）
を
も
っ
て
特
論
と
な
し
て
、
総

志
の
陥
り
易
い
平
板
さ
か
ら
救
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
「
輿
図
要
覧
」
を
加
え
て
、

結
論
及
び
附
図
と
考
え
る
な
ら
ば
、
　
「
方
輿
紀
要
」
は
総
志
と
し
て
の
全
き
姿

を
呈
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
ほ
完
成
さ
れ
た
「
方
輿
紀
要
」
の
構
成
で
あ
る
が
、
彼
の
は
じ
め
の
構

想
は
こ
れ
と
か
な
り
異
っ
て
い
た
。
即
ち
彼
は
、
歴
代
州
域
形
勢
、
両
津
紀
要
、

分
離
主
語
、
古
今
川
漬
異
同
説
、
海
防
海
運
説
、
塩
漕
屯
理
合
孜
、
九
州
郡
邑
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合
孜
、
十
二
州
分
鰐
説
、
を
も
っ
て
全
体
の
構
成
と
し
、
そ
れ
に
地
図
を
附
加

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
筆
の
進
む
に
つ
れ
て
些
か
の
変
更
は
あ
っ
た
で
あ
ろ

5
が
・
歴
代
塩
鉄
・
爲
政
・
職
貢
の
原
警
途
申
で
垂
臥
し
た
の
で
あ
っ
た
噸

彼
は
地
誌
に
記
載
す
べ
き
内
容
と
し
て
、
郡
邑
、
河
渠
、
食
貨
、
屯
田
、
馬
繋
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

塩
鉄
、
職
貢
、
分
野
の
諸
項
屠
を
考
え
た
の
で
あ
っ
て
、
出
来
上
っ
た
「
野
離
ハ

紀
要
」
は
彼
に
と
っ
て
は
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
原
稿
の
散
侠
し
た
諸
篇
の
内
容
は
大
体
各
篇
中
に
分
散
し
て
記
述
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
全
く
そ
れ
ら
を
欠
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
か
か
る
総
門
の
構
想
は
、
申
言
古
来
の
地
誌
記
述
に
全
く
見
ら
れ
な
い
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
彼
が
古
今
の
地
理
霧
を
隈
な
く
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た

一
つ
の
結
論
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
に
吝
か
で
な
い
が
、
我
々
は
彼
の
総
志

の
雛
型
を
「
漠
害
地
理
志
」
に
見
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
体
三
回
分
の
構

成
で
あ
っ
て
、
は
じ
め
に
沿
箪
地
理
を
述
べ
、
郡
・
県
な
ど
当
時
の
行
政
区
調

に
基
く
国
内
地
誌
を
本
論
と
し
、
分
野
説
を
も
つ
て
結
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

彼
の
歴
代
地
魍
志
批
判
に
お
い
て
、
　
「
漢
審
地
理
志
」
に
最
高
級
の
讃
辞
が
与

　
　
　
　
　
⑭

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
彼
が
総
志
の
血
ハ
型
を
そ
れ
に
求
め
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
肯
け
る
。

　
さ
て
、
　
「
方
輿
紀
要
」
の
優
秀
さ
は
そ
の
全
体
的
構
成
の
み
で
は
な
い
っ
国

内
勉
誌
た
る
府
・
州
・
県
な
ど
の
行
政
区
劃
毎
の
記
述
に
お
い
て
、
他
の
親
書

の
知
き
項
目
鵬
羅
主
義
を
緋
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
野
手
－
、
位
概
、
境
界
、
山
　

　
　
　
　
　
碗
更
方
輿
融
〃
職
｛
と
そ
の
地
域
論
（
海
辱
）

川
、
史
上
重
要
な
地
物
に
止
め
、
名
勝
、
風
俗
、
人
物
な
ど
は
取
上
げ
な
い
の

で
あ
る
．
、
し
か
も
そ
の
土
地
々
々
に
応
じ
て
適
宜
そ
の
記
述
事
項
を
取
捨
選
択

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
取
捨
の
基
準
は
何
で
お
っ
た
だ
ろ
5
か
。
彼
の
具

体
的
地
誌
記
述
か
ら
判
噺
す
る
と
、
彼
は
顔
弓
の
地
表
に
可
視
約
に
存
在
し
、

．
し
か
も
歴
史
的
に
意
味
を
持
つ
自
然
物
並
び
に
入
工
物
に
隈
聾
し
て
い
る
。
あ

く
ま
で
も
地
表
に
即
し
、
一
定
の
空
聾
的
意
昧
を
も
つ
存
在
物
を
そ
の
記
述
の

対
象
と
し
た
こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
他
の
総
志
が
、
四
夷
或
い
は
外
夷
と
し
て
中
国
周
辺
の
諸
圏
家
、
諸
民

族
の
記
述
を
も
つ
の
に
苅
し
て
、
　
「
方
輿
紀
要
し
は
そ
れ
を
除
外
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
辺
彊
が
極
め
て
複
雑
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
信
頼
す
る
に
足
る
資
料
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

乏
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
「
観
ハ
図
要
覧
」
に
お
い
て
は
、
九
辺
総
図
を

は
じ
め
と
し
て
、
辺
三
図
を
一
四
も
掲
げ
、
朝
鮮
、
安
南
、
四
夷
、
沙
漠
の
諸

図
説
さ
え
加
え
て
い
る
。
元
来
こ
の
書
は
諸
家
の
図
説
に
従
っ
た
屯
の
に
過
ぎ

　
⑯ず
、
彼
と
し
て
も
来
だ
総
志
観
の
確
立
を
見
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
①
「
読
史
方
輿
紀
要
」
総
叙
丁

　
②
彰
士
望
「
読
史
方
輿
紀
要
」
叙
に
〃
祖
属
之
創
是
書
也
年
二
十
九
”
と
あ

　
　
る
放
に
。
更
に
そ
の
あ
と
に
〃
伽
麓
二
十
年
始
成
”
と
記
し
て
い
る
こ
と
か

　
　
ら
年
鐡
旧
の
如
【
く
康
煕
一
七
年
ぬ
千
成
と
考
え
ら
れ
る
。
康
煕
一
八
年
に
書
か
r

　
　
れ
た
二
士
望
の
叙
に
は
、
紬
魏
蒋
が
既
に
こ
の
勲
罠
の
価
瓢
湖
に
つ
い
て
遠
べ
た

　
　
　
い
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
差
袴
の
「
粟
興
古
志
」
の
叙
の
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
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読
史
方
輿
紀
要
と
そ
の
地
域
鵡
繭
（
海
野
）

　
ろ
う
か
ら
、
　
「
方
μ
輿
紀
面
次
」
の
凄
兀
成
は
軸
嬰
鰭
の
死
・
去
（
康
煕
一
九
年
）
以

　
留
滞
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
何
わ
の
占
…
か
ら
考
え
て
竜
父
江
都
膵
の
死
後
蕉

　
聾
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
．
、
尚
王
翠
黛
氏
は
何
に
よ
ら
れ
た
の
か
判
明

　
し
な
い
が
、
三
九
歳
よ
u
落
手
し
、
康
煕
二
八
年
（
五
九
歳
）
に
完
成
し

　
た
と
さ
れ
る
。

③
④
⑤
⑥
　
「
読
史
方
輿
紀
要
」
凡
例
、
内
藤
傅
士
も
「
支
那
史
学
史
」
に
引

　
用
さ
れ
て
い
る
（
同
書
四
〇
九
t
四
一
〇
頁
）

⑦
光
緒
八
年
金
陵
醤
局
刊
本
（
京
大
人
丈
科
研
所
蔵
）

③
天
順
五
年
御
製
序
刊
本
（
同
工
）

⑨
聴
隆
九
年
勅
撰
本
は
全
三
五
六
巻
、
乾
隆
二
九
年
勅
撰
本
は
全
五
〇
〇
巻

　
寳
離
慶
二
五
年
勅
欄
操
＋
や
は
全
五
山
ハ
○
漁
暦
、

⑩
光
差
二
七
年
上
海
霊
善
管
石
印
本
（
京
大
人
文
科
研
所
蔵
）

⑪
康
煕
丙
午
刊
、
　
コ
一
十
一
史
方
興
紀
要
」
凡
例
一
に
次
の
如
↑
く
記
し
て
い
る
．
、

　
　
“
余
方
興
紀
要
凡
七
＋
二
巻
（
二
重
編
実
為
之
冠
。
（
中
略
）
其
継
妻
編

　
両
出
者
、
日
両
京
紀
要
、
分
省
紀
要
、
古
今
川
読
異
同
説
、
海
防
海
運
説
、

　
塩
漕
屯
口
合
孜
、
九
州
郡
二
合
放
、
十
二
州
分
野
説
。
又
集
古
分
輿
図
更

　
為
訂
正
、
職
官
興
程
諸
図
皆
以
類
従
、
而
後
此
書
始
成
金
構
”

⑫⑬⑭

「
読
史
方
翼
紀
要
」
凡
例
に
、
　
“
余
財
撰
次
歴
代
塩
鉄
馬
政
職
墨
引
分
野

共
四
種
、
尋
皆
散
載
、
惟
分
野
僅
存
。
病
侵
全
軍
、
未
蓬
補
綴
、
其
大
略

僅
鋳
見
於
篇
申
、
以
二
三
時
之
霧
定
”
と
あ
る
。

「
舵
史
方
輿
紀
要
」
凡
例
に
、
　
〃
方
輿
所
該
、
郡
邑
、
河
渠
、
食
貨
、
屯

田
、
馬
政
、
壌
鉄
、
職
貢
、
分
野
之
属
是
也
”
と
記
す
。

「
読
史
方
輿
紀
要
」
凡
例
に
〃
地
理
志
始
干
班
固
、
最
為
雅
馴
”
と
詑
し

八
二

　
　
て
い
る
。

⑮
同
じ
く
凡
例
に
次
．
の
如
門
く
述
べ
て
い
る
。
　
〃
九
辺
距
口
無
睡
夢
回
、
西
由
蘭

　
　
洞
暴
紛
岐
錯
雑
、
累
賊
難
詳
、
繁
称
未
尽
。
筒
非
事
実
可
諒
解
籍
可
拠
者

　
　
無
梁
、
漫
存
其
名
、
徒
眩
耳
目
為
也
”

⑯
同
じ
く
凡
例
に
朱
思
本
・
コ
瞳
方
図
」
、
　
羅
　
洪
先
「
広
輿
図
」
そ
の
他
説
種

　
　
の
地
図
を
参
考
に
し
た
と
記
し
て
い
る
．
、

　
　
　
　
三
そ
の
地
域
論

　
既
に
指
摘
し
た
如
く
「
方
輿
紀
要
」
は
そ
の
構
成
に
お
い
て
秀
抜
で
あ
っ
た
。

し
か
も
そ
の
内
容
に
お
い
て
地
理
的
事
笑
を
整
然
と
選
択
し
配
列
し
た
の
で
あ

っ
た
．
、
こ
れ
だ
け
で
も
総
志
と
し
て
高
く
資
わ
れ
て
よ
い
。
だ
が
こ
の
露
の
名

著
た
る
所
以
は
、
地
利
を
中
心
と
す
る
地
域
論
を
有
す
る
点
に
あ
る
。
以
下
彼

の
所
説
を
挙
げ
て
ゆ
く
が
、
そ
れ
は
歴
史
事
実
か
ら
帰
納
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

得
た
位
置
価
値
論
な
の
で
あ
る
。
彼
は
地
利
の
重
要
性
を
説
ぐ
こ
と
殴
々
で
あ

る
が
、
地
利
と
は
果
し
て
如
何
な
る
も
の
か
、
少
し
く
彼
の
言
葉
に
耳
を
傾
け

た
い
。

　
孫
子
は
「
黒
磯
険
阻
難
壁
の
形
を
知
ら
な
い
者
は
、
軍
隊
を
動
か
す
こ
と
は

　
嵐
来
な
い
。
道
案
内
（
二
選
）

　
を
用
い
な
い
者
は
、
地
の
利
を
生
か
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
」
　
と
言
っ
て
い

　
る
．
、
戦
争
に
つ
い
て
の
議
論
の
す
ぐ
れ
て
い
る
点
で
孫
子
に
及
ぶ
も
の
は
な

　
い
が
、
ま
た
地
の
利
σ
議
論
に
お
い
て
屯
孫
子
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
。
白
回
分
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の
讐
（
方
輿
紀
要
）
を
信
じ
、
道
案
内
を
信
じ
さ
せ
な
い
を
謄
え
れ
ば
、
耳

を
掩
っ
て
聞
こ
う
と
し
た
り
、
目
を
閉
じ
て
見
よ
う
と
し
た
り
す
る
よ
う
な

も
の
で
、
き
っ
と
誤
る
こ
と
が
多
い
。
一
体
地
の
利
は
い
つ
も
同
じ
で
あ
ろ

う
か
。
函
谷
閏
や
剣
閣
は
天
下
の
険
で
あ
る
。
秦
入
が
函
谷
関
を
利
用
し
た

と
き
は
、
六
国
を
退
け
て
余
り
あ
っ
た
．
、
後
に
至
っ
て
は
群
盗
を
さ
え
拒
み

得
な
か
っ
た
．
、
諸
葛
孔
明
は
剣
閣
を
鐵
て
秦
朧
を
震
え
上
ら
せ
三
輔
の
地
域

を
支
配
し
た
．
．
劉
禅
は
剣
閣
を
所
有
し
て
い
て
も
、
成
都
を
保
つ
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
金
城
湯
池
も
入
を
得
て
守
ら
な
け
れ
ば
“
蟻
塚
の

よ
う
な
小
ざ
い
丘
や
氾
濫
し
た
水
に
も
及
ば
な
い
。
そ
の
入
を
得
た
な
ら
ば

当
木
朽
株
で
も
皆
敵
の
難
所
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
、
（
孫
子
有
言
、
　
「
不

知
自
林
険
阻
沮
沢
之
形
者
、
不
能
行
軍
。
不
用
郷
導
者
、
不
能
得
地
利
」
夫

論
兵
之
妙
、
莫
如
孫
子
、
而
請
地
利
之
妙
、
亦
莫
如
孫
子
。
前
信
余
韻
霧
、

而
不
取
信
於
郷
導
、
警
之
掩
天
孫
求
聞
、
閉
目
測
二
見
、
所
管
必
多
　
。
工

夫
地
利
亦
何
常
之
有
哉
。
函
関
・
剣
閣
天
下
之
険
也
。
秦
器
用
函
関
、
却
六

国
而
有
余
。
逡
其
末
也
、
拒
準
盗
而
不
足
。
諸
書
武
侯
出
剣
閣
、
落
掛
朧
、

規
三
鋪
　
．
、
物
論
膚
剣
閣
、
而
成
都
不
能
保
也
、
、
故
金
城
湯
池
、
不
得
其
人
、

以
守
之
、
曾
不
及
培
前
之
邸
汎
濫
之
水
、
得
其
人
、
即
枯
木
朽
株
、
皆
可
以

為
敵
難
。
）

「
孫
子
の
言
葉
に
『
こ
ち
ら
が
戦
を
し
ょ
5
と
思
わ
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
縮

手
が
土
地
を
区
切
っ
て
そ
こ
を
守
る
と
言
っ
て
も
、
相
手
は
こ
ち
ら
と
戦
う

　
　
　
　
雛
史
方
輿
祀
要
と
そ
の
地
域
論
（
海
野
）

　
こ
と
は
出
来
な
い
。
反
対
に
こ
ち
ら
が
戦
を
し
ょ
5
と
思
え
ば
、
相
手
の
方

　
で
防
壁
を
高
く
し
、
溝
を
深
く
し
て
も
こ
ち
ら
と
戦
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う

　
に
な
る
』
と
言
っ
て
い
る
が
、
か
よ
う
に
変
化
き
わ
ま
り
な
い
の
が
地
利
で

　
あ
る
。
地
利
の
微
妙
な
点
に
つ
い
て
は
、
地
図
に
も
描
け
な
い
し
、
言
葉
で

　
も
尽
せ
な
い
。
笑
に
微
妙
な
測
り
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
こ
ろ
の
変
化
を

　
す
る
。
い
わ
ゆ
る
心
で
は
分
る
が
、
言
葉
で
は
伝
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
も

　
の
で
あ
ろ
う
。
」
（
孫
子
悪
言
日
、
　
「
我
不
着
戦
、
錐
画
地
而
守
之
、
激
不
能

　
与
我
戦
、
．
我
欲
戦
、
敵
錐
高
塁
深
溝
、
不
得
恋
与
難
戦
。
」
　
然
則
変
化
無
窮

　
者
地
利
也
。
地
利
之
微
、
図
不
能
載
、
論
不
能
詳
、
而
変
化
於
神
明
不
測
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
心
．
．
所
謂
可
言
意
会
、
不
可
以
番
俊
者
乎
。
）

　
こ
の
様
に
、
地
利
と
は
単
な
る
山
川
の
た
た
ず
ま
い
で
は
な
く
、
既
に
入
閥

の
存
在
を
前
提
と
す
る
土
地
の
価
値
で
あ
る
。
土
地
そ
の
も
の
に
変
化
が
な
く

と
も
、
入
闇
の
働
き
か
け
方
に
よ
っ
て
、
地
利
即
ち
土
地
価
値
は
異
る
の
で
あ

る
。
か
か
る
可
能
論
的
土
地
観
は
中
国
の
伝
統
的
地
理
思
想
で
あ
っ
て
、
彼
に

お
い
て
一
層
明
確
な
る
展
開
を
遂
げ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
き
地
利
観
に
基
く
彼
の
具
体
的
地
域
論
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
土
地
の
上
に
生
起
し
た
過
去
の
事
実
を
そ
の
価
値
判
断
の
資
料
と
す
る
方

注
を
用
い
て
い
る
。
既
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
何
に
も
ま
し
て
客
観
的
な

立
論
の
根
拠
で
あ
っ
た
。
こ
の
歴
史
的
地
域
論
と
も
云
う
べ
き
も
の
を
、
先
ず

…
糊
広
の
そ
れ
に
つ
い
て
窺
っ
て
み
よ
う
。

八
三
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趨
史
山
万
…
興
紀
要
と
そ
の
地
域
紘
繭
（
海
野
）

　
「
天
下
か
ら
言
え
ば
長
陽
が
、
東
南
か
ら
言
え
ば
武
昌
が
、
湖
広
か
ら
言
え

　
ば
荊
州
（
江
陵
）
が
、
重
要
な
土
地
で
あ
る
。
」
（
以
天
下
言
託
、
則
重
言
襲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

陽
。
以
東
南
瓦
之
、
酔
臥
在
武
昌
。
以
湖
広
言
之
、
則
重
在
長
州
。
）

と
述
べ
た
後
一
応
の
理
由
と
し
て
、

　
荊
州
は
楚
全
体
の
中
心
で
あ
り
、
北
に
は
甕
陽
、
西
に
は
夷
陵
（
三
流
）
、

　
東
に
は
武
昌
が
あ
っ
て
、
夫
々
防
備
援
助
を
期
待
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
楚

　
　
　
エ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
イ

　
人
は
郵
に
湿
し
て
勢
が
よ
か
っ
た
が
、
郡
に
行
っ
て
か
ら
鄭
は
亡
び
、
国
は

　
倒
れ
た
。
－
申
略
－
武
昌
は
東
南
が
こ
こ
を
確
保
す
れ
ば
存
続
す
る
が
、

　
こ
こ
を
失
っ
た
時
に
は
亡
ぶ
。
！
申
略
一
嚢
陽
は
天
下
の
腰
や
背
骨
に

　
あ
た
る
と
こ
ろ
で
、
中
原
が
こ
こ
を
得
れ
ば
、
東
南
を
併
す
こ
と
が
出
来
る

　
し
、
東
南
が
こ
こ
を
得
れ
ば
、
西
北
の
地
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
（
夫
荊
三
者
、
全
星
取
中
也
。
北
銅
壷
陽
之
蔽
、
西
有
夷
陵
之
防
、
東
蚤
取

　
昌
之
援
。
楚
人
事
郵
三
目
、
国
郡
鄙
亡
、
而
国
富
以
当
盤
．
、
i
中
略
－

　
夫
耳
翼
者
、
東
南
得
之
而
存
、
失
之
而
亡
者
也
。
－
1
中
略
－
夫
選
奨
者
、

　
天
下
之
腰
呼
鐘
．
．
中
原
有
之
、
可
以
併
東
南
、
東
南
得
之
、
遠
耳
以
図
西
北

　
　
④

　
者
也
e
）

と
言
う
、
．
こ
の
結
論
が
一
々
歴
史
事
実
に
基
い
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
を
す
べ
て
こ
こ
に
引
用
し
、
そ
の
論
の
当
否
を
検
討
す

る
余
裕
は
な
い
。
今
は
た
だ
こ
れ
ら
望
地
の
重
要
性
に
対
す
る
優
劣
に
つ
い
て

の
論
を
掲
げ
て
お
く
に
止
め
た
い
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

　
重
る
人
が
自
分
に
言
っ
た
。
「
篭
堂
は
水
路
の
要
衝
で
あ
り
、
荊
州
は
陸
路

　
の
要
衝
で
あ
り
、
嚢
陽
は
地
形
上
要
至
険
固
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
聞
い
て
い

　
た
が
、
君
の
話
に
よ
っ
て
、
こ
の
三
郡
は
、
楚
に
お
け
る
鼎
の
足
だ
と
い
う
感

を
深
く
し
た
。
ど
れ
も
優
劣
は
つ
け
ら
れ
な
い
で
は
な
い
か
。
）
そ
こ
で
自

　
分
は
こ
5
答
え
た
．
．
　
「
そ
れ
は
不
充
分
な
見
方
で
あ
っ
て
、
三
つ
を
各
々
比

較
し
て
み
る
と
、
夕
陽
は
武
闘
、
荊
州
の
比
で
は
な
い
。
呉
入
の
蛇
口
（
武

　
昌
）
は
、
晋
の
嚢
陽
に
対
抗
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
し
、
齊
人
の
郵
州

　
（
豊
州
）
は
、
粛
衛
の
嚢
陽
に
対
抗
す
る
こ
と
が
幽
来
な
か
っ
た
。
ま
た
宋

　
入
の
隠
州
（
武
昌
）
も
蒙
古
の
襲
陽
に
敵
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
昔

　
の
人
も
言
っ
て
い
る
。
　
「
荊
州
は
艶
陽
を
制
す
る
に
充
分
で
な
い
が
、
襲
陽

　
が
豆
州
を
合
せ
る
の
は
困
難
で
な
い
．
」
と
．
、
　
（
客
田
、
「
予
夏
期
．
、
牽
引
、

　
水
撃
也
＾
）
荊
州
．
、
路
要
也
、
褻
陽
険
要
也
。
今
由
子
之
言
、
益
信
三
郡
之
於

楚
・
如
鼎
足
然
．
、
殆
尊
容
以
優
劣
視
準
」
余
日
。
　
「
三
要
之
説
、
亦
未
尽
然
．
、

　
暴
騰
因
之
而
以
三
郡
並
較
也
、
襲
陽
殆
非
武
昌
荊
州
比
也
。
奥
人
之
夏
口
、

　
不
能
敵
醤
之
嚢
陽
．
音
入
之
郷
州
、
不
能
敵
瀟
衛
之
襲
陽
。
宋
人
之
郷
転
進

　
能
敵
蒙
古
之
舞
陽
契
、
．
昔
入
亦
言
（
　
「
荊
州
不
足
以
制
漿
陽
、
而
襲
陽
不
難

　
　
　
　
　
⑤

　
於
併
江
陵
也
。
」
）

以
上
に
よ
っ
て
彼
の
方
法
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
が
、
も
う
少
し
彼

の
地
域
論
を
具
体
的
に
示
す
必
要
が
あ
ろ
5
。
首
都
の
位
鷺
に
つ
い
て
、
歴
代

の
そ
れ
を
論
じ
た
後
、
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規
範
は
周
代
に
出
来
て
漢
唐
に
受
け
つ
が
れ
た
。
着
都
は
関
中
に
あ
る
の
が

　
よ
い
と
思
5
。
　
（
働
蟻
建
都
者
、
華
語
如
。
日
法
成
強
暴
紹
漢
唐
、
吾
軍
記

　
　
　
　
　
⑥

　
必
在
冥
想
莫
。
）

と
述
べ
、
ま
た
山
西
は
関
中
に
次
で
要
害
堅
固
な
地
域
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
都

を
建
て
る
の
に
ょ
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
と
い
う
議
論
を
し
て
次
の
如
く
述
べ
て

い
る
。

　
「
事
の
成
敗
は
相
関
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
廻
る
輪
の
よ
う
な
竜
の
で
あ
る
。

　
形
勢
は
そ
れ
に
た
よ
る
こ
と
が
出
来
る
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
古
今
を
通
じ

　
て
亡
び
た
国
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
翼
州
は
自
然
環
境
の
よ
い
と
こ
ろ

　
だ
と
朱
子
が
言
っ
て
い
る
の
を
聞
か
な
い
か
。
昔
嘉
は
平
陽
（
臨
溌
県
）
に

　
嘱
し
、
舜
は
蒲
坂
（
永
黒
黒
）
に
補
し
、
萬
は
安
邑
に
資
し
た
。
思
う
に
昔

　
か
ら
帝
王
は
夫
々
山
西
に
都
し
た
の
で
あ
る
。
」
　
之
に
対
し
て
鶏
人
が
「
そ

　
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
山
西
は
部
を
建
て
る
に
ょ
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
、
ど
う

　
だ
ろ
う
。
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
自
分
は
こ
う
答
え
た
。
「
天
下
の
事
に
お
い

　
て
は
創
業
が
六
ケ
し
い
。
燕
京
は
遼
・
金
・
元
の
あ
と
を
ま
ね
た
の
で
あ
る

　
が
、
規
範
を
黄
帝
に
取
っ
た
も
の
だ
と
す
る
。
ま
た
山
西
に
は
発
・
舜
・
萬

　
の
事
蹟
が
あ
る
の
に
、
漢
唐
以
来
こ
こ
に
都
を
建
て
た
も
の
は
な
い
と
言
つ

　
た
り
す
る
．
．
凡
庸
な
人
の
議
論
は
こ
の
よ
う
に
、
本
末
を
究
め
な
い
。
一
体

　
山
西
と
燕
京
と
は
、
同
じ
よ
5
に
語
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
。
　
（
日
。

　
「
成
敗
相
桑
也
、
如
転
　
國
也
。
使
謂
形
勢
可
特
、
是
終
古
無
覆
亡
之
岩
群
。

　
　
　
　
　
読
史
方
輿
紀
要
と
そ
の
地
域
論
（
海
野
）

　
且
不
賑
…
朱
子
之
説
乎
。
翼
州
山
川
風
気
所
会
也
。
著
者
箋
都
平
坦
、
舜
都
蒲

　
坂
、
高
率
安
邑
。
蓋
自
昔
帝
王
母
語
屠
里
帰
」
日
。
　
「
然
則
山
西
瓦
燈
建
都

　
否
乎
．
、
」
日
。
「
天
下
之
事
、
創
起
為
難
。
燕
京
襲
遼
金
元
之
故
轍
。
乃
頗
取

　
法
於
黄
帯
域
、
．
山
西
有
奏
舜
禺
之
成
護
。
寧
日
漢
唐
以
来
、
未
見
建
都
者
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
庸
人
之
論
、
不
払
本
末
如
此
。
央
山
彌
之
与
燕
京
、
又
鳥
可
以
同
日
語
哉
。
」

河
南
に
つ
い
て
は
、

　
　
河
南
は
昔
か
ら
戦
場
の
土
地
と
言
わ
れ
る
。
天
下
を
取
る
場
合
に
は
河
南

　
は
必
ず
戦
場
と
な
る
。
天
下
が
定
ま
っ
て
か
ら
河
南
を
守
備
の
場
所
と
す
れ

　
ば
、
必
ず
亡
び
る
。
周
は
東
へ
行
っ
て
河
爾
で
衰
え
た
し
、
漢
も
卑
し
て
河

　
南
で
弱
く
な
っ
た
。
ま
た
拓
薮
も
南
へ
来
て
河
南
で
亡
び
た
。
　
（
河
南
古
所

　
称
四
戦
母
地
也
。
当
取
合
下
之
日
、
河
南
在
所
必
争
。
及
天
下
既
定
、
而
守

　
在
河
南
、
則
笈
家
畜
膚
必
亡
之
勢
突
。
周
之
東
也
、
以
河
南
而
衰
。
漢
之
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
也
、
以
河
南
三
斜
。
盛
冬
之
南
江
、
以
河
南
而
喪
説
。
）

　
　
で
は
河
南
の
地
は
も
と
も
と
守
る
こ
と
が
不
可
能
な
の
で
あ
る
か
と
い
う

　
に
、
手
中
を
守
り
、
河
北
を
守
る
こ
と
が
即
ち
河
南
を
守
る
こ
と
な
の
だ
。

　
昔
か
ら
今
ま
で
、
河
南
の
禍
の
う
ち
、
書
中
に
あ
た
る
も
の
が
一
σ
の
荘
司
、

　
河
北
に
あ
た
る
も
の
が
一
〇
申
九
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
（
然
則
河
南

　
固
不
可
守
屋
。
日
守
関
中
、
守
河
北
、
乃
所
以
守
河
南
也
。
自
古
詩
今
、
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
南
之
禍
、
申
於
関
中
者
、
什
之
七
。
申
於
河
北
者
、
什
之
九
。
）

最
後
に
四
川
に
対
す
る
彼
の
考
え
方
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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鷲
史
｛
刀
輿
紀
要
と
そ
の
地
域
酷
醐
（
海
野
）

　
四
川
は
坐
守
す
る
土
地
で
は
な
い
．
．
四
川
を
も
つ
て
天
下
の
権
を
争
い
、
う

　
蜜
く
ゆ
け
ば
王
に
な
れ
る
。
そ
こ
ま
で
ゆ
か
な
く
て
も
覇
者
に
は
な
れ
る
。

　
し
か
し
、
　
そ
の
険
の
固
い
の
を
頼
ん
で
坐
守
す
れ
ば
、
き
っ
と
亡
び
る
。

　
（
四
川
非
坐
守
之
地
面
。
以
四
川
而
争
衡
天
下
、
上
之
足
以
王
、
次
之
足
以

　
覇
。
博
其
険
掛
減
守
之
、
則
必
至
謹
厳
。
）

で
は
何
故
に
坐
守
の
地
で
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
こ
5
述
べ

て
い
る
。

　
　
今
、
盗
人
を
防
ぐ
の
に
讐
え
て
み
る
と
、
・
盗
人
を
垣
の
内
で
防
ぐ
こ
と
に

　
な
る
。
垣
根
が
一
度
壊
さ
れ
れ
ば
家
の
者
は
皆
胆
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
て
、

　
相
手
と
戦
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
れ
だ
か
ら
、
剣
閣
を
守
る
に
奮
発
を
も

　
つ
て
せ
ず
、
至
仁
を
守
る
に
芸
態
を
も
つ
て
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
一

体
優
麗
や
立
面
が
険
で
あ
る
こ
と
は
子
供
で
も
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
知
つ

　
て
い
る
か
ら
攻
め
る
方
は
必
死
で
あ
り
、
守
る
方
は
努
力
し
な
い
。
こ
う
な

　
れ
ば
そ
の
成
敗
は
判
り
き
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
　
（
警
之
帯
下
者
、
禦
盗
七
二

　
謄
之
内
。
魚
燈
二
壊
、
而
挙
家
画
人
、
心
胆
堕
地
、
何
能
復
与
激
戦
哉
。
然

　
詩
癖
剣
舞
者
、
不
以
剣
閣
、
、
守
肇
富
者
、
不
以
羅
塘
可
知
也
。
夫
剣
閣
膿
塘
、

三
尺
童
子
、
皆
出
直
為
険
也
。
釜
敷
為
険
、
則
攻
者
必
有
之
死
男
生
之
志
、

　
守
砂
丘
有
瀬
逸
待
労
之
情
。
用
心
一
分
、
而
成
敗
判
焉
）
こ
の
四
川
を
め
ぐ

　
る
攻
防
論
は
更
に
次
の
如
く
慶
開
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
四
川
に
お
い
て
亡
ぼ

　
さ
れ
な
い
よ
5
に
す
る
に
は
、
必
ず
戦
っ
た
ら
よ
い
か
、
い
や
自
分
は
戦
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

　
こ
と
に
よ
っ
て
四
川
が
保
た
れ
る
と
は
言
わ
な
い
。
守
る
こ
と
を
し
な
い
で

　
戦
5
者
は
膚
利
な
戦
い
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
れ
故
戦
い
な
が
ら
守

　
れ
ば
そ
の
守
り
は
固
い
。
ま
た
守
り
な
が
ら
戦
え
ば
戦
は
必
ず
強
い
。
こ
の

　
よ
う
に
戦
と
守
と
は
形
と
影
の
如
く
相
離
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
　
（
然
則
欲

　
蜀
之
不
亡
、
必
以
戦
乎
。
日
余
非
謂
博
戦
以
存
細
工
。
豊
穣
以
為
戦
者
、
不

　
可
謂
善
戦
者
也
。
故
日
即
戦
監
守
、
守
強
固
。
以
守
為
戦
、
戦
必
強
。
戦
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
不
相
離
也
、
如
形
影
然
。
）

　
以
上
断
片
的
で
は
あ
っ
た
が
、
彼
の
所
論
を
掲
げ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
地
域
論
は
、
地
利
を
重
要
視
し
た
為
、
戦
略
地
理
論

の
色
彩
が
強
い
。
し
か
し
そ
れ
は
単
な
る
作
戦
論
で
は
な
い
。
控
闘
支
配
は
政

治
の
重
要
な
要
素
で
あ
っ
て
、
現
実
の
政
治
に
当
っ
て
如
何
に
し
て
笙
聞
を
確

保
す
る
か
は
、
為
政
者
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
治
乱
興
亡
窮
り
な
い
中
国
に

お
い
て
、
そ
の
地
域
論
が
、
空
間
麦
配
に
重
点
を
置
く
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て

電
、
そ
れ
は
決
し
て
不
思
議
で
は
な
か
ろ
5
。

　
か
か
る
議
論
を
な
す
に
際
し
て
、
彼
は
空
間
を
い
か
に
考
え
た
で
あ
ろ
う
か
。

彼
に
あ
っ
て
は
特
に
地
域
設
定
と
い
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
が
、
中
国
古
来
の

地
域
名
を
適
当
に
使
い
分
け
て
い
る
。
勿
論
主
要
な
地
域
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て

は
、
清
逸
の
行
政
区
減
た
る
省
を
用
い
て
い
る
。
申
国
に
は
古
く
九
州
な
る
地

域
の
区
分
が
あ
っ
た
う
そ
の
ひ
ろ
が
り
の
漢
然
と
し
た
地
域
で
は
あ
る
が
、
す

べ
て
を
古
典
に
顧
み
る
申
国
で
は
、
こ
の
九
州
の
観
念
は
人
々
の
地
域
観
を
強
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く
規
定
し
て
い
る
。
彼
も
決
し
て
例
外
で
は
な
い
。
中
国
で
は
、
行
政
区
劃
の

名
称
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
人
々
に
語
ら
れ
る
う
ち
に
は
境
界
の
明
瞭
で
な
い

土
地
の
ひ
ろ
が
り
を
指
す
よ
5
に
な
る
．
、
本
来
地
域
と
は
恐
ら
く
明
瞭
な
線
で

も
つ
て
区
劃
さ
れ
る
如
き
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

彼
が
し
ば
し
ば
用
い
る
東
面
と
か
西
北
と
か
名
付
け
る
地
域
は
、
一
見
陵
昧
で

あ
る
よ
5
で
あ
る
が
、
実
は
地
域
の
何
者
で
あ
る
か
を
熱
知
し
て
い
た
と
言
っ

て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
彼
は
常
に
天
下
と
い
う
言
葉
を
幅
い
て
、

部
分
と
し
て
の
地
域
の
全
体
に
対
す
る
位
置
価
値
を
云
々
す
る
。
し
か
も
そ
の

全
体
は
単
な
る
部
分
の
集
合
体
で
は
な
い
。
小
な
る
地
域
は
よ
り
大
な
る
地
域

の
中
に
あ
っ
て
始
め
て
そ
の
真
の
意
義
を
顕
す
の
で
あ
る
。
彼
の
地
域
論
が
全

体
性
に
お
い
て
欠
く
る
と
こ
ろ
の
な
い
の
は
こ
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
更
に
彼
は
地
域
の
も
つ
位
置
価
値
を
比
喩
的
に
表
現
せ
る
た
め
に
、
人
体
に

擬
す
る
。
例
え
ば
、

　
　
蜀
は
秦
朧
の
ひ
じ
や
わ
き
に
あ
た
り
、
呉
楚
の
の
ど
に
あ
た
る
。
　
（
蓋
蜀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
者
、
秦
朧
之
肘
腋
也
．
、
呉
楚
之
喉
航
也
．
、
）

　
　
陳
西
は
天
下
の
頭
や
う
な
じ
に
あ
た
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
病
気
が
頭
や

　
項
に
あ
れ
ば
、
そ
の
な
り
ゆ
き
と
し
て
必
ず
死
ぬ
。
も
し
死
な
な
い
な
ら
、

　
そ
れ
は
ほ
ん
と
の
病
気
で
は
な
い
の
だ
．
．
（
蓋
映
西
之
在
天
下
総
、
傑
人
之

　
有
頭
部
然
、
、
患
在
頭
項
、
其
勢
必
至
安
定
、
而
藩
臣
死
者
、
則
必
所
患
之
非

　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
真
患
也
．
．
）

　
　
　
　
　
競
輿
方
輿
紀
要
と
そ
の
地
域
論
（
海
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
前
賢
は
天
下
の
腰
や
背
骨
で
あ
る
適
　
（
央
襲
．
陽
転
、
天
下
之
腰
脊
也
．
、
）

　
こ
の
比
喩
は
決
し
て
中
国
全
土
を
一
個
の
人
体
と
し
た
形
態
凝
脂
楡
で
は
な

い
。
人
体
の
各
部
の
持
つ
機
能
的
な
価
値
を
地
域
に
あ
て
は
め
た
も
の
に
過
ぎ

な
い
。
け
れ
ど
も
之
に
よ
っ
て
、
彼
の
地
域
に
対
す
る
窟
機
体
的
な
観
念
を
窺

い
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
の
眼
に
映
じ
た
空
閲
は
も
は
や
モ
ザ
イ
ッ
ク

の
如
く
、
生
命
な
き
物
質
の
充
逸
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
生
命
の
羅
動
ず

る
偉
大
な
る
膚
．
機
体
で
あ
っ
た
。

①
②
　
「
読
史
方
寸
紀
要
」
総
叙
二

③
④
⑤
湖
三
方
輿
紀
要
序
（
読
史
方
輿
紀
要
巻
七
＋
五
）

⑥
直
隷
方
輿
紀
要
序
（
読
史
方
輿
紀
要
巻
＋
）

⑦
山
西
方
輿
紀
要
序
（
読
史
方
與
紀
要
巻
三
十
九
）

⑧
⑨
河
南
方
輿
紀
要
序
（
読
史
方
輿
紀
要
四
十
六
）

⑩
⑲
⑫
⑬
四
川
方
輿
紀
要
序
（
読
史
方
興
紀
要
巻
六
＋
六
）

⑭
陳
西
方
輿
紀
要
序
（
読
史
方
輿
紀
要
巻
五
十
二
）

⑮
湖
広
方
輿
紀
要
序
（
読
史
方
輿
紀
要
二
七
＋
五
）

　
　
　
　
四
　
そ
　
の
　
意
　
籏

　
以
上
見
来
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
　
「
読
史
方
輿
紀
要
」
及
び
そ
の
地
域
論

が
、
中
国
地
理
学
史
上
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
か
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ

た
と
思
う
。
か
か
る
書
が
中
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
取
ら
れ
た
か
、
彼
自

身
は
こ
の
書
の
意
義
に
つ
い
て
ど
の
よ
・
つ
に
考
え
た
か
、
ま
た
こ
の
書
が
現
代

八
七
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読
災
方
異
紀
要
と
そ
の
地
域
論
（
海
野
）

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
．
．
そ
れ
ら
を
述
べ
て
結
び
と
し
た
い
。

　
顧
祖
禺
と
金
石
の
交
を
結
ん
だ
同
時
代
の
雷
雨
魏
蔭
は
、
こ
の
書
を
評
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
数
千
醤
年
絶
無
に
し
て
僅
有
の
書
で
あ
る
。
」
　
と
ま
で
嘗
蕪
聴
し
、
地
域
に
対

す
る
卓
見
と
し
て
二
つ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
一
つ
は
天
下
の
形
勢
を
、
都
を
建
て
る
場
所
に
よ
っ
て
見
る
と
い
5
点
で

　
あ
る
。
辺
地
と
か
臨
地
と
か
い
ら
も
の
は
定
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
要

　
害
の
地
で
あ
っ
て
も
敬
地
（
役
に
立
た
ぬ
土
地
）
と
な
る
し
、
散
地
で
も
要

　
害
の
地
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
都
の
位
置
に
よ
っ
て
き
ま

　
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
根
・
本
の
地
と
事
を
起
す
地
と
が
あ
る
と
い
5
こ

　
と
で
あ
る
。
根
本
を
立
て
る
に
は
天
下
の
形
勢
を
充
分
螂
ら
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
が
、
事
を
起
す
に
は
ど
こ
で
も
構
わ
な
い
。
　
（
一
議
南
天
下
之
形
勢
視

　
乎
建
都
。
故
辺
与
腹
無
定
所
。
有
在
此
賭
弓
書
、
而
彼
為
散
地
、
此
為
散
地
、

　
彼
為
要
害
者
。
一
以
為
膚
根
本
敵
地
、
有
起
事
織
地
。
立
本
者
必
審
天
下
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
勢
、
而
起
事
者
不
平
地
。
）

　
こ
の
書
が
完
成
当
時
に
お
い
て
既
に
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
右
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

開
ら
か
で
あ
る
が
、
消
極
を
通
じ
て
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
た
。
し
か
も
一

三
〇
巻
と
い
5
彪
大
な
量
で
あ
る
の
で
、
そ
の
要
約
、
必
要
獅
部
分
の
抜
粋
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
は
そ
の
補
正
な
ど
が
行
わ
れ
た
．
、
民
国
に
な
っ
て
も
地
域
論
の
み
を
集
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

校
注
本
が
刊
行
さ
れ
た
こ
こ
の
様
に
永
き
に
わ
た
っ
て
反
響
の
大
き
か
っ
た

「
方
輿
紀
要
」
は
今
後
に
お
い
て
も
そ
の
生
命
を
保
ち
続
け
る
に
違
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

　
さ
て
彼
自
身
は
こ
の
書
の
果
す
役
割
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
。
次

の
彼
の
言
葉
は
総
志
に
対
す
る
考
え
方
も
示
さ
れ
て
い
て
興
昧
深
い
。

　
　
天
子
は
内
に
お
い
て
は
万
国
を
愛
撫
し
、
外
に
お
い
て
は
四
方
の
異
民
族

　
　
の
そ

　
に
萢
む
の
で
あ
っ
て
、
枝
幹
強
弱
の
程
度
、
辺
腹
重
軽
の
形
勢
を
知
っ
て
い

　
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
宰
網
た
る
も
の
は
、
天
子
を
た
す
け
て
国
家
を
治
め

　
る
の
で
あ
っ
て
、
辺
境
の
利
害
の
あ
る
場
所
、
軍
隊
を
驚
く
の
に
ょ
い
場
所

　
を
よ
く
知
る
必
要
が
あ
る
。
申
央
宮
吏
だ
る
も
の
は
、
天
子
の
為
に
人
と
物

　
を
す
べ
お
さ
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
良
臣
の
出
る
所
、
軍
や
国
に
役
立
つ
所

　
を
よ
く
知
る
必
要
が
あ
る
．
．
地
方
の
役
人
は
天
子
か
ら
人
民
及
び
土
地
の
こ

　
と
を
ま
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
彊
域
の
入
り
ま
じ
っ
て
い
る
こ

　
と
や
山
や
湖
沼
の
実
情
、
ま
た
農
耕
や
灌
概
の
良
し
悪
し
、
民
情
風
俗
の
区

　
別
を
よ
く
知
る
必
要
が
あ
る
。
一
般
人
民
は
賦
役
の
た
め
に
あ
っ
ち
へ
行
つ

　
た
り
こ
っ
ち
へ
行
っ
た
り
す
る
。
そ
れ
で
水
陸
の
境
界
、
及
び
土
地
の
険
易

　
に
よ
っ
て
ど
う
行
動
す
る
か
の
実
際
を
よ
く
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
以
上
の
こ
と
が
ら
を
知
っ
て
い
て
こ
そ
、
乱
世
に
お
い
て
交
渉
に
役
立
つ
し
、

　
強
暴
な
る
者
を
倒
せ
る
し
、
平
和
の
時
に
は
5
ま
く
国
家
を
経
営
し
、
人
民

　
よ
を
く
お
さ
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
人
ご
と
ご
と
く
、
自
分
の
書
（
読
史
方

　
輿
紀
要
）
か
ら
色
々
と
知
謙
を
と
り
出
し
て
参
考
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
　
（
天

　
子
内
撫
万
臨
、
外
萢
四
夷
．
、
枝
幹
強
弱
之
分
、
辺
腹
重
軽
之
勢
、
不
可
平
体

知
也
。
宰
相
佐
天
子
以
経
邦
。
等
辺
方
青
翠
之
処
、
兵
戒
措
躍
之
宜
、
皆
不
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可
以
不
知
也
．
．
百
司
三
豊
為
天
子
綜
理
直
物
、
則
財
賦
之
所
繊
、
軍
国
低
所

　
資
、
皆
不
可
以
不
知
也
。
高
低
守
南
受
天
子
民
社
金
砂
、
則
彊
域
之
定
心
、

　
山
　
沢
之
翼
廊
、
与
向
隣
桑
水
泉
之
利
、
民
情
風
俗
之
理
、
皆
不
可
以
不
知
也
。

　
四
民
行
役
往
来
、
凡
水
陸
萱
所
経
、
険
夷
趨
避
之
実
、
皆
不
可
以
不
知
也
。

　
世
乱
、
則
由
此
、
而
佐
折
衝
、
鋤
強
暴
。
時
平
、
霜
露
此
、
而
経
邦
国
、
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
人
民
。
皆
宿
意
吾
書
有
取
襲
撃
。
）

　
こ
こ
に
我
々
は
彼
の
自
著
に
対
す
る
明
確
な
意
図
と
絶
大
な
自
信
と
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
。
時
の
昏
乱
を
間
わ
ず
、
入
の
差
別
な
く
、
現
実
の
生
存
に
欠

く
こ
と
の
出
　
来
な
い
知
識
と
し
て
、
総
志
引
い
て
は
地
理
学
が
性
絡
…
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
革
茸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
か
か
る
実
学

思
想
は
地
理
学
に
限
ら
ず
申
国
の
す
べ
て
の
学
問
の
根
底
に
横
た
お
る
も
の
で

あ
る
が
、
彼
に
あ
っ
て
は
一
入
実
践
へ
の
革
嚢
が
明
白
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。
そ
れ
は
他
で
も
な
い
。
空
闇
支
配
に
失
敗
し
た
明
朝
の
轍
を
踏
ま
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ま
い
と
す
る
民
族
へ
の
愛
情
が
そ
の
胸
奥
に
ひ
そ
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
。

　
彼
の
言
に
あ
る
如
く
、
申
国
に
お
け
る
総
志
は
、
上
は
天
子
か
ら
下
は
一
般

入
民
に
到
る
言
で
、
現
実
に
対
処
し
て
ゆ
く
に
必
要
な
日
常
の
害
で
あ
っ
た
。

か
か
る
性
格
を
有
す
る
総
志
に
お
い
て
、
地
図
の
役
割
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、

彼
は
地
理
害
（
総
志
）
と
地
図
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
如
く
言
う
。

　
蘇
載
は
、
　
「
地
図
と
い
う
も
の
は
地
理
書
（
地
誌
記
述
）
の
完
成
を
た
す
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
る
も
の
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。
書
は
地
図
の
根
本
を
立
て
る
も
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
箭
史
方
輿
紀
要
と
そ
の
地
域
論
（
海
野
）

　
地
図
は
書
の
す
じ
み
ち
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
地
図
は
書

　
が
あ
っ
て
こ
そ
意
昧
の
あ
る
も
の
で
、
地
図
に
は
要
点
を
挙
げ
て
お
け
ば
よ

　
い
し
、
簡
略
で
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
の
で
あ
る
。
　
（
蘇
氏
日
、
　
「
図
者
所
以

　
輔
者
之
成
也
。
」
　
書
以
立
業
之
根
抵
、
図
以
顕
害
之
脈
絡
、
以
図
従
書
、
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

挙
其
要
可
也
、
不
患
其
略
也
。
）

　
地
理
書
は
地
図
を
必
要
と
す
る
が
、
重
点
は
地
誌
記
述
に
置
か
る
べ
き
だ
と

す
る
の
で
あ
る
。
地
図
は
そ
の
用
途
に
よ
っ
て
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
　
「
要

図
で
差
支
え
な
い
」
と
言
う
の
は
味
う
べ
き
蕎
葉
で
あ
る
。
我
々
ほ
フ
リ
ー
ハ

ン
ド
の
略
地
図
が
、
往
々
に
し
て
諸
事
項
を
網
羅
し
た
精
密
な
地
図
よ
り
印
象

強
い
こ
と
を
経
験
す
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
地
図
の
実
用
性
を
説
い
た
後
、

次
の
如
き
名
言
を
吐
い
て
い
る
。

　
　
地
図
は
そ
れ
に
よ
っ
て
土
地
の
形
を
知
る
も
の
で
あ
り
、
地
誌
は
土
地
の

　
理
法
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
地
図
を
左
に
、
地
誌
を
右
に
し
て
こ

　
そ
真
の
地
理
学
者
な
の
で
あ
る
。
　
（
蓋
図
憐
察
其
象
、
書
以
昭
其
数
、
左
図

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
右
害
真
学
者
事
也
。
）

　
さ
て
我
々
は
以
上
の
如
き
秀
で
た
る
寸
志
に
何
を
学
ん
だ
ら
よ
い
で
あ
ろ
う

か
。
歴
史
事
象
の
投
影
さ
れ
た
も
の
と
し
て
土
地
（
空
間
）
を
見
よ
う
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
グ
ラ
フ
イ

こ
の
総
志
が
、
た
と
い
地
誌
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
洗
の
現
代
地
誌
と
同
列
に
鍛
く
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
な
が
ら

地
誌
の
備
え
る
べ
き
基
本
的
条
件
と
し
て
、
次
の
ご
つ
の
事
柄
を
「
方
輿
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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読
阻
方
輿
紀
要
と
そ
の
地
域
論
（
海
野
）

要
」
が
示
唆
し
て
い
る
と
這
え
ば
当
ら
な
い
で
あ
ろ
5
か
。
竣
実
は
事
笑
と
し

て
あ
る
が
蔑
ま
に
記
載
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
に
基
く
地
域
の
価
値
論
を

掲
げ
る
と
い
う
こ
と
。
勿
論
こ
れ
ら
に
つ
い
て
問
題
が
横
た
わ
っ
で
い
る
の
で

あ
り
、
そ
れ
に
一
歩
を
踏
み
入
れ
て
こ
そ
地
理
学
の
本
質
に
触
れ
得
る
こ
と
は

百
も
承
知
で
あ
る
が
、
浅
昧
な
る
筆
者
の
到
底
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
た
だ

こ
の
嶺
の
真
意
を
誤
り
伝
え
て
は
い
な
い
か
を
催
れ
る
。

①
②
御
脚
蒋
「
読
申
至
聖
幽
興
紀
要
」
叙
　
内
藤
湖
南
…
博
士
も
紬
魏
蒋
の
こ
の
批
証
田
を

　
　
引
用
さ
れ
て
い
る
（
支
那
史
学
史
四
一
一
頁
）

③
閣
若
環
「
四
書
釈
地
」
乾
隆
＝
一
年
勅
撰
「
通
鑑
覧
要
」
乾
隆
三
二
年

　
　
「
遍
鑑
輯
覧
」
阪
元
「
漸
悪
露
考
」
な
ど
に
引
用
さ
れ
た
。

④
清
代
に
醐
た
も
の
と
し
て
、
　
歴
代
州
城
形
勢
篇
を
要
約
し
た
杜
．
丈
瀾
．
録

．
九
〇

　
　
「
方
輿
紀
要
形
勢
論
略
」
二
巻
、
　
「
方
輿
紀
要
」
の
要
約
本
と
し
て
溜
鐸

　
撰
「
方
輿
紀
要
簡
覧
」
一
巻
、
そ
の
考
証
を
な
し
た
許
鴻
磐
撰
「
方
興
考

　
証
」
一
百
巻
な
ど
が
あ
る
。

⑤
疏
達
撰
「
顧
氏
読
典
方
輿
紀
要
京
省
序
詳
注
」
一
巻
が
畏
国
ニ
ニ
年
に
刊

　
行
さ
れ
た
。

⑥
「
読
史
方
輿
紀
要
」
総
重
三

⑦
記
述
内
容
を
明
末
ま
で
と
し
た
為
で
も
あ
ろ
う
が
、
既
に
清
朝
に
な
っ
て

　
い
る
に
も
拘
ら
ず
明
朝
を
扇
朝
と
し
て
い
る
点
に
も
窺
え
る
。

⑨
蘇
賦
「
歴
代
地
理
指
掌
図
」
序

⑨
⑩
　
「
読
史
方
輿
紀
要
」
凡
例

　
　
〔
附
詑
U
色
々
と
御
高
教
を
賜
っ
た
森
鹿
三
教
授
を
は
じ
め
京
大
人
文
科

　
　
学
研
究
所
地
理
学
研
究
室
の
方
々
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
．
、
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